
MUJIN EKI PROJECT

11_JAN_2022

無人駅活用物産販売案



11_JAN_2022

無人駅活用物産販売案

MUJIN E-SHOP

MUJIN EKI PROJECT



MUJIN EKI PROJECT

11_JAN_2022

無人駅活用物産販売案

3670
全国の無人駅の数
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長年に渡る都市圏での人口集中により、全国各地に利用はされているが、
駅員の居ない多くの駅が全国に素材する。

駅として機能はしているが、利用者が少なく鈍行電車が稀に通る。

しかし視点を変えると全国に散らばるこれらの無人駅の活用法は色々と考えられる。

全国各地にある無人駅を活用
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古き良き日本には無人販売店が道沿いにあり、無人でありながらちゃんと代金を払って
商品を持って行くという外人には驚かれる風習がある。

時代が変わるにつれてその数は減って来ているが、まだまだそれらの無人販売店に魅力を
感じる人は多いと思う。

また外人観光客にはビックリするような日本の文化として紹介も出来る。

昔ながらの無人販売店
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地域によって、売られている物が違い、各地元の特産品などが置いてあり現代人が
あまり触れる事の無い新鮮な食材を買う事が出来、また経験的にも懐かしくも、

新鮮で刺激的な体験が出来る。

地域特産品
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無人駅、無人販売店、地域特産品とこれらの３つのキーワードを繋ぎ、無人駅を活用した
新しいサービス。

無人駅 • 無人販売店 • 地域特産品
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amazon GOの様に無人店舗でもスマートフォンで購買出来るサービスを提供。
またどの地方の無人駅でどの様な地域特産品が買えるかなどの情報も共有出来る。

スマートフォン購買
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Hiroshi Tsunoda (Hiroshi Tsunoda Design Studio) holds the exclusive sole right on development and final production of the design that is presented in this document. Ownership of rights derived from intellectual and
industrial property for the creations that are object of the present document exclusively belongs to Hiroshi Tsunoda (Hiroshi Tsunoda Design Studio), NIF X4055144-Z. Thus, Hiroshi Tsunoda (Hiroshi Tsunoda Design

Studio) is the sole holder of the rights that correspond as author of the products that are object of the present document, the same in accordance to art. 2 of the Intellectual Property Law, Law 22/1987, dated November
11 on Intellectual Property, which includes ownership of the rights that are recognized in the Second Title of the same Law. Non-compliance of the above-mentioned conditions will be subject to an action at law before

the Courts and Tribunals of the province of Barcelona, Spain.


